
2016年3月9日（水）、平塚を含む日本全国で部分日食が見られます（イン

ドネシアの一部などでは皆既日食となります）。平塚で日食が見られるのは
2012年の金環日食以来4年ぶり。太陽のごく一部しか欠けない部分日食ではあ

りますが、ぜひ観察してみましょう。

2016年3月9日の日食のようす（AstroArts社製 ステラナビゲーター9で作成）

日食が見られるのは午前中です。下表の時
刻は神奈川県平塚市での場合です。他市町村
では時刻がややずれることがありますのでご
注意ください。

午前10時10分 日食のはじまり

午前11時07分 食の最大

午前12時05分 日食のおわり

太陽が最も大きく欠けたときの食分は0.26、
面積にして太陽の約15 %が隠されます。

欠け具合は南に行くほど大きくなり、イン
ドネシアのパレンバンやパランカラヤでは皆
既日食となります。

10:10

11:10

12:10

食の最大の頃の太陽

次に日本で部分日食が見
られるのは2019年1月6日
（全国）、金環日食が見
られるのは2030年6月1日
（北海道）、皆既日食が
見られるのは2035年9月2
日（関東北部～北陸）で
す。

ちなみに、平塚で次に金
環日食が見られるのは
2312年4月7日、皆既日食

が見られるのはなんと
2947年9月6日のことです。皆既日食が見られる範囲（AstroArts提供）



① 直接見る ② 黒い下じきで
見る※

③ フィルムで見る ④ すすをつけた
ガラスで見る

⑤ サングラスで見る ⑥ 望遠鏡や双眼鏡で見る
※太陽観察用の下じきも
売っています。

暗く見えても、
目に見えない光などを

通して危険です!!

日食を安全に観察する方法はいくつかあり
ます。状況に応じて、もっとも適したやり方
で観察するようにしましょう。 ※日食を見ている間は顔からはずさな い

ようにしましょう！
※長時間見るのは避け、1～2分見た後は
目を休ませましょう。

① 日食観察用めがねをつかう

日食を観察するためのめがねは
様々な製品が市販されています。本
屋やカメラ屋、家電量販店、ホーム
センターなどで手に入れることがで
きます。なるべく顔の広い範囲をお
おえるものがおススメです。



鏡をつかって壁に太陽を
映すことで日食を見ること
ができます。鏡の形が映っ
てしまいそうな気がします
が、壁から十分はなれるこ
とで、太陽の形を映すこと
ができます。

② 手鏡で壁に映す

鏡は小さい方が壁からの距離が短くて済みます。壁か
ら鏡までの距離のおおよその目安は、鏡の直径の200倍
です。つまり10cm四方の鏡であれば壁から20mはなれる
必要があります。ただし、大きい鏡の方が太陽を大きく
映すことができます。少人数で見る場合は、左写真のよ
うな口内用鏡が便利です。

壁もできるだけ平らで白い方がいいでしょ
う。模造紙などを貼るのも手です。影で暗く
なっている壁の方が太陽をはっきりと見るこ
とができます。右の写真が、日食を鏡で壁に
映したようすです。絶対に鏡をのぞき込まな
いようにしましょう！

③ ピンホールを利用する
画用紙など厚手の紙に針や画びょうで穴を

あけ影を作ると、穴を通った光が影の中に映
ります。ピンホールカメラの原理で、映った
光は光源（日食のときは欠けた太陽）の形と
なります。左の写真のように、いくつも穴を
あけて絵や文字を書いてもおもしろいですね。

小さな穴があいていれば何でもピンホール
の代わりとなります（左下の写真は麦わら帽
子）。また、同じ仕組みで日食のときに木の
影を見ると、木洩れ日が欠けた太陽の形をし
ています（下の写真）。



鏡は小さい方が壁からの距離が短くて済みます。壁か
ら鏡までの距離のおおよその目安は、鏡の直径の200倍
です。つまり10cm四方の鏡であれば壁から20mはなれる
必要があります。ただし、大きい鏡の方が太陽を大きく
映すことができます。少人数で見る場合は、左写真のよ
うな口内用鏡が便利です。

日食は、太陽の手前を月が横切って、太陽が月に隠されて見える現象で
す。日食が見えているとき、その場所は月の影に入っていることになりま
す。日食は太陽、月、地球が一直線にならんだときに見られますから、日
食が起きるのは必ず新月の日ということになります。

部分日食 金環日食 皆既日食

日食には種類があります。
太陽の一部分だけが隠され
るのを部分日食、月が完全
に太陽を覆えず、太陽の縁
がリングとなって残る金環
日食、太陽がすべて隠され
周囲にコロナが見える皆既
日食の3つです。

なぜ金環日食と皆既日食のちがい
ができるのでしょう？ これは、月
の見かけの大きさが変わるからです。
月は地球のまわりを楕円を描いて
回っています。そのため地球に近い
ときもあれば遠いときもあるのです。
右の写真は地球にもっとも近づいた
ときの満月（左）と遠ざかったとき
の満月（右）です。これだけ見かけ
の大きさが変わるんですね。（厳密
には太陽の見かけの大きさも変わり
ます）


